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男
子
で
は
銅
メ
ダ
ル
を
合
め
３

人
が
入
賞
「
女
子
も
元
市
民
ラ
ン

ナ
ー
の
小
林
香
菜
選
手

（大
塚
製

薬
）
が
世
界
大
会
初
出
場
で
７
位

に
入
る
快
挙
を
成
し
遂
げ
る
な

ど
、
３
人
が
入
賞
し
た
。

選手の

←

〇片足の重量がわずか
した「メタスピード

④アシックスのシュ‐

世界大会初出場で7
=9月、

え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
と

感
じ
て
い
る
」
と
強
調
。
狩
野
さ

ん
は
名
私
た
ち
の
ブ
ラ
ン
ド
と
五
一

う
も
の
を
し
っ
か
り
と
発
信
で
一

き
、
存
在
感
を
出
す
こ
と
が
で
き
一

た
場
に
な
っ
た
」
と
大

し
た
。

新
た
な
防
災
気

で
は
、
４
種
類

水
（
大
雨
、
主

潮
）
ご
と
に
デ

戒
レ
ベ
ル
と
警

称
を
併
記
。
名

が
高
い
方
か
ら

7少年院で「公文式」導入
少
年
院
で
基
礎
学
力
を
伸

ば
し
、
出
院
後
の
就
労
に
つ

な
げ
よ
う
と
、
関
西
の
７
少

年
院
が
学
習
塾
経
営
の

「公

文
教
育
研
究
会
■
と
連
携
し

た
新
た
な
学
習
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
導
入
し
た
。
個
々
の

レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
教
材
を

反
復
す
る

「公
文
式
」
を
使

い
、
出
院
者
の
受
け
入
れ
に

積
極
的
な
企
業
と
も
協
力
。

「人
生
が
変
わ
っ
た
」
と
い

う
声
も
あ
り
、
法
務
省
は
効

果
が
実
証
さ
れ
れ
ば
全
国
に

広
げ
た
い
考
え
だ
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
ま
っ
た

１０
月
、
兵
庫
県
加
古
川
市
の

「公
文
式
」
教
材
に
取
り
組

´

む
少
年
院

「加
古
川
学
国

の
在
院
者

＝
１０
月
、
兵
庫
県
加
古
川
市

少
年
院

「加
古
川
学
園
」
の

教
室
で
、
１５
，
２０
歳
の
希
望

者
Ю
人
が
国
語
や
算
数
の
プ

リ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
い

た
。
少
年
の
一
人
は

「参
加

し
た
の
は
自
分
が
逃
げ
て
き

た
こ
と
に
向
き
合
う
た
め
。

義
務
教
育
と
言
わ
れ
る
と
こ

ろ
ま
で
は
知
識
と
し
て
入
れ

た
い
」
と
宣
言
し
た
。

犯
罪
自
書
に
よ
る
と
、
刑

法
犯
で
摘
発
さ
れ
た
少
年
の

再
非
行
率
は
近
年
３０
％
台
で

推
移
。
少
年
院
在
院
者
の
約

６８
修
が
中
学
２
年
ご
ろ
の
授

業
が

「分
か
ら
な
か
っ
た
」

と
答
え
た
と
の
調
査
結
果
も

示
さ
れ
て
お
り
、
基
礎
学
力

向
上
が
課
題
の
一
つ
だ
。

３
年
前
か
ら
加
古
川
学
園

な
ど
２
施
設
で
公
文
式
に
よ

る
学
習
支
援
と
、
受
け
入
れ

を
考
え
る
企
業
に
よ
る
説
明

会
を
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
試
行
。
今
年
９
月
ま
で
に

１
０
６
人
が
修
了
し
た
。
算

数
は
半
数
以
上
が
１
桁
の
足

し
算
や
引
き
算
か
ら
始
め
、

授
業
や
宿
題
を
半
年
間
こ
な

す
う
ち
に
高
校
レ
ベ
ル
に
達

す
る
人
も
い
る
と
い
う
。

発
案
し
た
の
は
、
更
生
を

支
援
す
る

「職
親
プ
ロ
ジ
エ

ク
ト
」
に
関
わ

っ
て
き
た

「
カ
ン
サ
イ
建
装
工
業
」

（大
阪
市
）
の
社
長
、
草
刈

健
太
郎
さ
ん
（５２
）だ
０
き
つ

か
け
は
十
数
年
前
、
講
話
で

訪
れ
た
少
年
院
で
の
や
り
と

り
。

「か
け
算
が
で
き
る
ん

か
」
と
少
年
た
ち
に
尋
ね
る

と

「で
き
な
い
」
と
答
え
た

５
日
未
明
、
静
岡
県
伊
豆

の
国
市
長
岡
の
順
天
堂
大

・
医

学
部
付
属
静
岡
病
院
か
ら
、
一

傷
害
罪
な
ど
で
起
訴
さ
れ
入

院
中
の
住
所
不
定
、
無
職
の

島
田
健
太
郎
被
告
（５４
）が
逃

走
し
た
。
静
岡
県
警
が
行
方

を
追
っ
て
い
る
。
　

・
　

一

・
県
警
富
士
宮
署
に
よ
る

と
、
島
田
被
告
は
９
月
上

旬
、
同
県
富
士
宮
市
の
ス
ーー
．．

パ
ー
で
食
品
■
点
を
盗
み
、
一

呼
び
止
め
た
警
備
員
を
転
・

倒
さ
せ
負
傷
さ
せ
た
と
し
．

て
、
強
盗
致
傷
容
疑
で
逮
捕

さ
れ
た
。
そ
の
後
（
地
検
が

傷
害
罪
な
ど
で
起
訴
し
て
い

た
。１１
月
２８
日
に
同
署
の
留
置

場
で
箸
を
使
っ
て
自
身
の
腹

を
刺
す
自
傷
行
為
を
し
た
た

め
入
院
し
て
い
た
。

一島
田
被
告
は
５
計
午
前
ｒ

時
１５
分
ご
ろ
か
ヽ

ご
ろ
ま
で
の
間
、

人
部
屋
か
ら
逃
・

員
が
カ
ー
テ
ン
一

警
部
の
自
塾

発
表
基
準
羽
・
瘤

法
務
省
矯
正
一

施
設
の
死
亡
事
一

認
識
せ
ず
非
公
一

が
あ
り
、
全
国
・

刑
務
所
に
再
発
】

し
た
と
朋
ら
か
一

岡
掏
置
所
で
９
い

わ
い
せ
つ
罪
で
一

福
岡
県
警
の
罪

殺
を
図
っ
て
搬
゛

日
後
に
死
亡
し
ヽ

所
は
公
表
し
″

た
。

学
び
の
成
功
体
験

就
労
後
押
し
人
が
》
想
以
上
に
多
か
っ

た
。

「機
会
の
提
供
で
人
は

変
わ
る
」
と
信
じ
、
自
身
の

会
社
で
も
積
極
的
に
採
用
す

る
０在
院
中
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

参
加
し
た
建
設
業
の
男
性

（２０
）は
、
学
ん
だ
知
識
が
塗

料
を
混
ぜ
る
比
率
を
計
算
す

る
際
に
生
き
て
い
る
と
い

う
。

「勉
強
で
き
ん
で
も
生

き
て
い
け
る
と
い
う
の
が
自

分
の
芯
だ
っ
た
が
、
人
生
が

変
わ
っ
た
。
ち
ゃ
ん
と
し
た

生
活
を
し
て
い
た
ら
悪
い
道

に
行
か
な
い
」
と
手
応
え
を

語
る
。
加
古
川
学
園
の
榎
本
康
人

法
務
教
官
（６２
）は
、
こ
れ
ま

で
の
受
講
生
に
は
集
中
力
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
向
上
が
見
ら
れ
た
と
分

析
。

「や
ろ
う
と
思
っ
た
こ

と
を
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
た

経
験
の
な
い
少
年
が
多
く
、

成
功
体
験
は
出
院
後
に
仕
事

を
頑
張
る
自
信
に
な
る
」
と

力
を
込
め
た
。

傷
害
罪
で
勾
留
中

被
生

静
岡
入
院
の
大
学
病
勝


